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宮
． 城県津谷鉱山の地質・鉱床

岡野　　武雄＊

　　　　　　　　要　・旨
　本地域は古くから産金地帯として知られているが，調

査当時は旧坑がみられるだけで探鉱は行なわれていなか

つた。

　付近の地質は中生代三畳紀の稲井層とこれに湛入した

黒雲母角閃石花嵩閃緑岩からなる。稲井層は珪岩および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の珪質粘板岩からなり，走向はN50～20Q　WからN20、

E，傾斜は150NE～5。SEを示す。鉱床は曙坑および

曙坑南の露頭等でみられるものはいずれも黒雲母角閃石

花嶺閃緑岩中に胚胎し，脈幅は3～6cmの細脈であり，

牛沢坑・八ッ金坑の鉱脈は稲井層中に胚胎され，脈幅は

20～70cm，いずれも硫砒鉄鉱・黄銅鉱石英脈で走向N40

↑一500E，傾斜はNW50～750を示す。鉱石品位は3

個について分析を行なつた結果では銅2。80％，2．60％，

．1．50％，砒素0．02％，4．51％，17．10％であつた。な

お記録によれば金4～359／tといわれる。今後探鉱する

場合には牛沢坑・八ツ金坑の下部の不変帯を対象とすべ

き・であろう。

1．緒　　言

　昭和32年3月，宮城県本吉郡の津谷鉱山を調査した

ので，こxにその結果を報告する。この調査の実施にあ

たつては，鉱業権者佐藤鉄郎氏に多くの教示を得た。こ

こに謝意を表する。

　調査にさいしては，とくに放射能測定器（Phi1－b

cket　battery　monitof　WP4010）およびMineralight

を使用した。

2．位置および交通

　津谷鉱山は，．宮城県本吉郡津谷町内にある。津谷町に

至るには奥羽本線一ノ関駅から大船渡線にて気仙沼駅に

至り，こ」から気仙沼線にて終着駅本吉駅（津谷町）下

車，あるいは気仙沼市からバスの便もある。

　津谷鉱山の鉱区は津谷町より北西方1．5kmの久保に

基点があり，こNを南端として北方大神宮山の南麓にわ

たる地域である。後述する牛沢・八ツ金・曙坑等は久保

より北方狼ノ倉に至る道路に沿い，また3号坑・東坑等

は，久保北方の大平3大石渕にある・いずれも道路良好

で，搬出に便利である。冬期闇も積雪ほとんどなく作業

＊鉱床部

に影響を与えないという・。

3．鉱業権・沿革

　鉱区番号　宮城県採登432号

　鉱区位置宮城県本吉郡津谷町坊ノ倉・高岡・狼巣

　　　　　　・東川内

　鉱区面積　803，000坪

　鉱　種金・銀・銅・硫砒鉄鉱

　鉱業権者　宮城県本吉郡津谷町　松岡26

　　　　　　　　　　　　佐藤鉄郎
　この地域は昔からの産金地帯で．本鉱区内にも30～40

年前のものと思われる旧坑跡がみられるが，これらの沿

革は明らかでない。昭和15～16年頃，現鉱業権者であ

る佐藤によつて牛沢坑・3号坑等が探鉱されたことがあ

る。戦後は本格的な探鉱は行なつていない。

4．地　　質

鉱山付近の地質嶋中生代三畳紀の稲井層とこれに湛

入した花嵩閃緑岩から構成されている。

　　　①露 頭　　 ⑥松ケ峯坑
　　　②曙　　坑　　　　　⑦東　　坑
　　　③牛沢坑　　　　⑧　3号坑
　　　④『八ツ金坑　　　　　　⑨　隣接鉱山

　　　⑤旭坑　　　（休山）通洞坑口
　　　　第1図津谷鉱虹付近地質図
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稲井層は，珪岩および珪質粘板岩からなり，走向N50

～20。WからN200Eに変化し，傾斜は150NEから
50SEに変化する。花嵩閃緑岩は大平お’よび曙・旭・

牛沢・八ッ金坑付近に遜られ，黒雲母角閃石花闘閃緑岩

であるQ

　ま『た牛沢坑内では花嵩岩質岩の角礫および円礫を主と

する崖錐ならびに段丘層の新らしい堆積物もみられる。

5．鉱　　床

　既知の鉱床は（1）久保一狼ノ倉間の道路に沿つた地区

と・（2〉大平一大石渕間の県道障沿つた』地区と92区域に

ある。

　（1）の地区には牛沢・八ツ金・曙坑等の旧坑がある。’鉱

床はいずれも硫砒鉄鉱・黄銅鉱一石英脈で，走向はいず

れもN40～500E，傾斜は50～プ50NWを示す。

　曙坑内の鉱床および曙坑南の露頭はともに黒雲母一角

閃石花嶺閃緑岩中に胚胎し，脈幅は3～6cmの細脈で

あるに反して・牛沢坑・八ツ金琉の鉱脈はともに母岩が

稲井層群の珪岩・粘板岩で脈幅も広く，20～70ch1を示

し多走向方向に20～30m追跡されている。

　これらの鉱脈はいずれも地表から浅いため，脈中には，

緑色二次銅鉱物が浸出している。

　（2）の地区には東坑・3号坑付近の旧坑・県道傍の立坑

などがあるカ㍉ほとんど入坑できるものなく，わずかに

3号坑が立入30m，松ケ峰坑が10m余入坑できるが，

ほとんど母岩のみで鉱床の状況を知為手掛りとほならな

い・②地区の鉱床については口伝以外には知ることがで

きない・念のため放射能を測定したところでは津谷鉱山

地区では異常は認められなかつた。

　以下に各坑ごとに鉱床の産状を簡単に記載する。

　5．1　狼ノ倉沢に沿う地区

　曙坑
　曙坑は狼ノ倉へ至る道路の両側道路上の約7mの所

にある。坑道はN850W方向に約23m掘進され，引

立近ぐより5～6mの間細脈を鑓押している。

　鉱脈は花嵐閃緑岩中の小滑り面に沿つて胚胎した細脈

で，走向N40Q　E，傾斜700W，幅3cm以下で，緑

色の銅鉱物が浸出している。坑口の併中の鉱石は硫砒鉄

鉱と少量の輝銅鉱」緑色の二次銅鉱物を伴う脈石英であ

るる

　牛沢坑
　狼ノ倉へ至る道路の東側，小沢を越えて30mほど昇

つた所にある。昭和15～16年頃開坑された。東向き坑

道の22mの地点より，北東に鑓押に掘進して12mで

着脈している。この地点までは主として花嵩岩の崖錐，

花嵩岩・珪岩の礫層（おそらく河岸段丘堆積層であろ

う）中に坑道が切込んでいる。

　鉱脈は珪岩中に走向N50Q　E，傾斜750Wに走る含

銅・砒石英脈で，脈幅は20～60cmに変化し，走向方

向に約20m連続しさらに石英細脈に分岐する。なお現

在はみられないが掘下り下4mあ所では脈幅40～50cm

あつたという。

　鉱石中の鉱石鉱物は硫砒鉄鉱・黄銅鉱・二次銅鉱物で

脈石は石英である。

　八ツ金（谷地金）坑

　狼ン倉への道路の東側牛沢坑の北方約100mにある。、

坑口より25mの所で着脈している。母岩は珪岩・粘板

岩で，引立近くには一部花嵩質岩がみられる。

　鉱脈の走向はN50。E，傾斜55。NW，脈幅は20～

70cmの間に変化する。着脈点より約20mの間は銅鉱

物・二次銅鉱物の浸出が認められるが，その鍾先はピリ

鑓となる。

　鉱石鉱物としては硫砒鉄鉱・黄銅鉱および緑色二次銅

鉱物，脈石鉱物としては石英である。

　無名露頭

　曙坑の南50m，道路傍の崖面にあり，花嶺閃緑岩中

にN400E，700Wの走向・傾斜を有し，幅4～6clnの

硫砒鉄鉱，少量の黄銅鉱を伴う石英細脈である。、

　旭坑
　曙坑の北方にある。崩壊して入坑できない。記録によ

ると花嵩閃緑岩中の鉱脈で走向N600E，．幅10cm，輝

水鉛鉱を産したというσ

　5．2　県道沿いの地区

　東坑・
　坑口が崩壊している立入坑道で，当時の人の言によれ

ば3、条の石英脈に着脈し・幅20～40cmという・

　3号坑付近

　県道上の緩傾斜地に多くの併山跡があり，往時盛んに

稼行したものであろ5。これよりN75。E方向に3号

坑があり，風化した珪岩中を掘進しているが約30mで

崩壊している。昭和15～16年頃のものといわれる。

　松ケ峰坑（ムジチ穴坑）

　東坑の北方287m山頂部近くに旧坑があり，N150W

方向に約10m『斜めに掘下つている。走向N159W，

傾斜800Wの石目に沿つて，ごく少量の二次銅鉱物が浸

出している。

　坑道の下部10～15mの所には崩壊した坑口跡らしい

ものがある。

　その他
　他に鉱区の南端県道傍に旧立坑跡と称するものがあσ

当時の人の話によれば約30m掘下つて高品位の金鉱石

を出鉱したが，次第に銅が多くなつたため採掘を中止し
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たという。

7．　調査結果に対する意見

6．鉱石および品位

　鉱石はいずれも硫砒鉄鉱・黄銅鉱石英からなり，各坑

道とも地表よ一り浅いため二次銅鉱物を多量に生じてい

る。また，放射能のとくに強い部分も認められなかつた。

　今回の調査で採取した鉱石3個の分析値を下表に示

す。

番　号

1
2
3

Cu（％）

2．80、

2．60

1．50

As（％）

0．02

4．51

17．10

場　所　　脈　幅

牛沢『坑　脈幅25cm

　〃　　脈幅20cm
八ツ金坑　脈幅30cm

分析：，化学課　（1957－5－28）

　なお，分析は行なわなかつたが記録によるとAuは

4～359／tといわれる。

　分析結果に現われているCu分のほとんどが，一緑色二

次銅鉱物からのもので，黄銅鉱による分は少ない。

　今回の調査の結果，一応銅鉱床として探鉱の対象とな

るのは牛沢坑・八ツ金坑の鉱脈である。この2坑の鉱脈

はいずれも地表から浅い部分しか探鉱されていない。す

なわち二次富化帯に相当する部分がみられるのみであ

る。したがつて下部の不変硫化帯の探鉱が望ましい。

　しかしこの2坑とも沢の水準面に近いため下部坑道の

掘さくは困難な点が多いと思う。また走向方向の探鉱も

鉱区境が近いため制限を受けよう。

　今回の調査で依，金を対象としなかつたため牛沢坑・

八ッ金坑の鉱脈も金を主としてみた場合は多少探鉱方針

も変わると、思われる。

　大平一大石渕方面ば鉱床めみられる部分が少ないたあ

意見を述べることはできないが，銅を対象とした場合，

県道地並以下が探鉱の対象と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　（昭和32年3月調査）
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